
徳
島
県
規
則
第
六
十
五
号

徳
島
県
職
業
能
力
開
発
校
管
理
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
二
年
六
月
十
九
日

徳
島
県
知
事

飯

泉

嘉

門

徳
島
県
職
業
能
力
開
発
校
管
理
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

徳
島
県
職
業
能
力
開
発
校
管
理
規
則
（
昭
和
三
十
三
年
徳
島
県
規
則
第
三
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。

第
八
条
第
一
号
中
「
及
び
」
の
下
に
「
徳
島
県
立
南
部
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル
の
」
を
加
え
る
。

別
表
の
一
の
表
徳
島
県
立
西
部
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル
の
項
を
削
る
。

別
表
の
二
の
表
徳
島
県
立
南
部
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル
の
塗
装
技
術
科
の
項
の
項
名
を
「
カ
ラ
ー
コ
ー
デ
ィ

「

ネ
ー
ト
塗
装
科
」
に
改
め
、
同
二
の
表
徳
島
県
立
西
部
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル
の
項
中

住

宅

建

築
科

「

住

宅

建

築
科

一
五
人

一
年

四
月

一
五
人

一
年

四
月

を
」

自
動
車
整
備
科

一
五
人

一
年

四
月

に
改
め
る
。

」

様
式
第
二
号
及
び
様
式
第
二
号
の
二
中
「引

き
受
け
る
と
と
も
に

在
校
中
に
生
ず
る
一
切
の
債
務
に

，

つ
い
て

本
人
と
連
帯
し
て
責
任
を
負
い
ま
す

」
を
「引

き
受
け
ま
す

」
に
改
め
る
。

，

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
規
則
は
、
令
和
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
様
式
第
二
号
及
び
様
式
第
二
号
の

二
の
改
正
規
定
並
び
に
附
則
第
三
項
の
規
定
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２

改
正
後
の
別
表
の
一
の
表
の
規
定
は
、
令
和
三
年
四
月
一
日
以
後
に
入
校
す
る
者
に
つ
い
て
適
用
し

、
同
日
前
に
入
校
し
た
者
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

３

改
正
後
の
様
式
第
二
号
及
び
様
式
第
二
号
の
二
の
規
定
は
、
こ
の
規
則
の
公
布
の
日
以
後
に
提
出
さ

れ
る
徳
島
県
職
業
能
力
開
発
校
管
理
規
則
第
十
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
誓
約
書
及
び
同
条
第
三
項
に

規
定
す
る
保
証
人
変
更
届
（
以
下
「
誓
約
書
等
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
適
用
し
、
同
日
前
に
提
出
さ

れ
た
誓
約
書
等
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

（
徳
島
県
職
員
被
服
等
貸
与
規
則
の
一
部
改
正
）

４

徳
島
県
職
員
被
服
等
貸
与
規
則
（
昭
和
四
十
年
徳
島
県
規
則
第
二
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
正
す
る
。

別
表
徳
島
県
職
業
能
力
開
発
校
の
項
中
「
、
ボ
デ
ー
リ
ペ
ア
科
」
を
削
り
、
「
塗
装
技
術
科
」
を
「



カ
ラ
ー
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
塗
装
科
」
に
改
め
る
。


